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生徒数 ２９３名

２ 取組のねらい

次のような生徒が多く在籍し、個に応じ
たきめの細かい支援とケアが求められてお
り、カウンセリングを通して生徒の自立を
促していく。
１ 特別支援教育の対象になる生徒
２ 中学校時不登校で十分に学力のついて
いない生徒
３ 他者とのコミュニケーションをとるこ
とが困難な生徒
４ 家庭環境が劣悪で通学環境が整ってな
い生徒

５ 様々な原因で生じる不登校生徒
６ 様々な理由での中退者（特に高校１年生）
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３ 取組の経過

５月 教職員対象の「校内研修会」 （６月～）個別カウンセリング
内容：「スクールカウンセリング」に

ついて 12月 ケース会議（事例研究）
講師：山 本 創 氏 報告：山 本 創 氏

（スクールカウンセラー） （スクールカウンセラー）
５月 メンタルヘルス講話 ３月 アセスメント②の実施

１学年はクラス毎、２・３・４年は学 子ども理解支援ツール「ほっと」実施
年単位で実施 後、アセスメント①と比較検討し、分析

７月 アセスメント①の実施 結果を教職員で共有
子ども理解支援ツール「ほっと」 ３月 課題と成果を整理し、次年度へ向けた
実施後、分析結果を教職員で共有 取組を検討

９月 グループワーク①

１ 取組の特徴

「人間関係づくりやコミュニケーションスキルの育成を図る」ことを目的とし、次の点を重
点事項として取り組む
１ メンタルヘルスに関する取組
２ スクールカウンセラーを活用したコミュニケーション能力の育成を図る取組
３ スクールカウンセラーを活用した校内研修の充実



４ 取組の内容
１ 校内研修会

教職員を対象に、本校のスクールカウンセラーを講師と
して、「スクールカウンセリングの基本的な考え方」と題
して、①スクールカウンセラーの校内での役割、②相談内
容の種類、③守秘義務と情報共有、④相談システム等につ
いてカウンセラーと教員との共通理解と共通認識を得た。

２ メンタルヘルス講話
生徒を対象に、本校のスクールカウンセラーが講話を行

った。１学年では、クラス毎にカウンセリングに関する講
話とメンタルヘルストレーニング（ストレスチェック）を
実施した。２・３・４学年では、学年毎に実施する学年集
会の際に、「カウンセリングとは何か」について講話を行っ
た。

３ アセスメントの実施
１年生を対象に、子ども理解支援ツール「ほっと」を７

月と３月に実施し、生徒個々の変化について分析を行った。
４ ケース会議（事例研究）

本校のスクールカウンセラーから、約半年間のカウンセ
リングに基づいた事例報告会を実施した。教職員間で情報
の共有を図った。

５ 次年度に向けて
１ 成果
(1) 中途退学者数及び不登校生徒数の推移

中途退学者は、前年度に比較し大幅に減少した。特に、１学年での減少が顕著であった。
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 合 計

平成２３年度 ４１ ９ ３ ０ ５３
平成２４年度 １５ １ １ ０ １７

不登校生徒数は１年生の減少が大きく、全体としてやや減少した。
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 合 計

平成２３年度 ３１ ５ ３ ０ ３９
平成２４年度 ２２ ５ ７ ２ ３６

(2) その他の指標による評価
１日当たりの欠席日数は、昨年に比較し大幅に減少した。４学年以外の３学年での減少

が顕著であった。
(3) 子ども理解支援ツール「ほっと」実施により把握した生徒のコミュニケーションスキル
の概況
「ほっと」の結果からは顕著な変化は把握できなかったが、日々の教育活動の中で接す

する生徒の変化（表情が豊かになった。積極的な会話が増えた等）を感じ取っている。
(4) 生徒の変容した姿

様々な取組から、学校生活が非常に落ち着いている。授業規律の遵守、全校集会時の整
列・聴取態度、特別生徒指導件数の激減等が挙げられる。

２ 課題
(1) コミュニケーション能力の向上と社会性の獲得、それによる自立が促されること。
(2) 他者を思いやる心や言動の獲得、その結果豊かな学校生活をおくることできるよう生徒
が変容すること。

３ 次年度に向けて

(1) スクールカウンセラーの計画的で効果的な活用に努める。
(2) 校内研修の充実を図るとともに校外研修への積極的参加を促し、教職員のカウンセリン
グマインドの一層の理解を深める。


